
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

直下地震検知器「直下くん」標準仕様 将来予告なく変更することがあります 

家庭や職場で「命を守り、被害を最小化」します！ 

 

 

「
直
下
く
ん
」は
、
あ
な
た
の 

首都直下地震に備えて 
３０年以内に７０％の発生確率（内閣府） 

 



 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

■主な用途（活用イメージ） 

 

■主な特長（メリット） 

● 危険な直下地震を瞬時に検知します。 

震央でも約 3 秒*1の猶予時間が得られ、30 ㎞以内では緊急地震速報より早く応答します。  

● 震央距離にかかわらず、震度 V 弱*2以上の地震は見逃しません。 

● 震度Ⅳ*2未満の地震やノイズ（人工的な振動・衝撃）で不要に動作しません。 

● 震央距離別の地震検知信号を出力します。  直下（<30km）、近傍（30～60 km）、その他（>60km） 

● 任意の震度で設備機器を制御するための「特定」出力を備えています。 

● ｢特定｣出力を使用してプレアラーム機能*3を用いると、地震の発生をより早く知ることができます。 

● 外部情報を必要としないので、通信途絶の影響が無く、機器の緊急制御や重要施設の地震防災に最適です。 

● オプションにより長周期地震動検知、LAN接続、自動放送、津波注意機能を付加することが可能です。 

● ｢直下くん｣の主要技術は、気象庁の計測震度計等に採用され、全国６００ヶ所以上で稼働中です。 

*1 地震により、3 秒以下となる場合もあります。 *2 ﾛｰﾏ数字：震度階級、ｱﾗﾋﾞｱ数字 X.X：計測震度 

*3 設定（震度 1.5～4.4*2）以上に揺れると、内蔵ブザーをプレアラームモードで鳴動させる機能です。 

 

■近年、日本で発生した被害地震の特徴（1996.3.1～2013.12.31 →負傷以上の人的被害 128 回） 

● 被害地震の 3/4 以上が内陸または海岸から 30 ㎞以内で発生し、緊急地震速報は殆ど間に合いません。 

● 海溝型大地震の場合も、余震は内陸または海岸近くで発生することが多いので、上記と同じです 

● 日本で発生する全ての危険な地震に確実に対応できる地震検知器は「直下くん」だけです。 

■緊急地震速報 6 年 3 ヶ月間の実績（2008.10.1～2013.12.31） 

● 緊急地震速報は、震源近くの地震計で捉えたＰ波から震源要素（破壊開始時刻、位置、規模）を瞬時に推定し、 

これをもとに利用者宅の主要動到達時刻や震度を主要動到達前に推定し、防災に資する方式です。 

しかし、現実には、強い地震を「危険」と判断するまでに 7～15 秒を要することが多く、不具合の原因となっています。 

● 震度Ⅴ弱以上の地震発生数は 117 回、緊急地震速報の「警報」（携帯電話・テレビ等）の発表数は 138 回でした。 

● Ⅴ弱以上で揺れた全ての場所で「間に合った警報」：16 回、「震源から離れた一部地域で間に合った警報」：10 回、 

「警報が間に合わず」：48 回、空振り：４回、誤報：58 回、深発地震他：２回、「震度Ⅴ弱以上の見逃し」：52 回でした。 

● 専用端末の多くは「間に合わず」を減らすため、閾値＝2.5 で運用されていますが、震度≦Ⅳで「空振り」が 

頻発する他、直下・近傍の地震には「間に合わず」・見逃し・誤報も避けられません。 

● これに対し、「直下くん」は利用者宅で震度を観測し、震度の増加率や大きさから危険度を判定するので、全ての 

危険な地震を確実に検知し、「誤報・見逃し・間に合わず」はありません。 

● 詳細は弊社のホームページ http://www.cygnet.co.jp/をご覧ください 

直下地震検知器「直下くん」 ［特許第 4472769 号］  

危険な直下地震を瞬時に検知し、「命を守り、被害を最小化」します！ 

「直下くん」は、地震動の P 波(Primary wave ：初動)を解析し、激しい揺れを引き起こす S 波(Secondary wave：主要動)が到達する前に、 

その地震が危険か・否かを素早く・自律的に判断する地震検知器で、通信費や情報料は一切不要です。 

★命を守り、被害を最小化 

「直下くん」は家庭や職場のほ

か、あらゆる場所で設備機器を

緊急制御し「命を守り､被害を最

小化」します。 

★二次災害の防止 

発災直後の救助や緊急作業は余震

の中で行わなければなりません。 

作業員の安全のために「直下くん」を

ご活用ください。 

 

★ＢＣＰに必要な情報を提供 

「直下くん」は、その場の最大震度や

リアルタイム震度を測定し、ＢＣＰに 

必要な情報を提供します 

 

■首都直下地震に対応可能な地震検知器は「直下くん」だけ 

右は、内閣府が想定する首都直下地震の震源

のひとつ「都心東部 M6.9」の予測震度分布図で

す。 

仮に、この地震が発生すると、震央から半径 30ｋ

ｍの地域は震度Ⅵ弱以上の激しい揺れに襲わ

れ、都心部に甚大な被害が見込まれています。

しかし、緊急地震速報はこの地域では間に合い

ません。 

「直下くん」は、震央から半径 30ｋｍの地域で使

用できる、唯一の地震検知器です。 

 

★ 

★が震央、赤い円の半径は 30ｋｍ、黄色の塗

りつぶしから内側が震度Ⅵ弱以上の激しい揺

れが見込まれる地域です。 

 

内閣府HP より 
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トランク型ケースに組み込んだ例 

 

自動放送ユニットの接続例 

 

自動放送ユニット 

スピーカ 

http://www.cygnet.co.jp/

